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FH�����
シリーズ
FH

ヘリカル防振器（オールステンレス仕様）
●製品の仕様は予告なく変更することがあります。

Helical Isolators ( Stainless Steel Type )

༷

ৼಈબఆάϥϑ

িܸબఆάϥϑ

ࣜܕ H
NN

0%
NN

େͨΘΈ�NN࠷
࣭ྔ
H

ఆՁ
ʢ੫ൈʣѹॖ ͤΜஅٴ

ͼϩーϧ
�� ѹ˃ॖ
�ϩーϧ

FH10016-1-A
23.3 33.5 6.3 10.2 9.5

54 ￥7,200
FH10016-1-D 51 ￥6,800
FH10016-2-A

27.1 37.4 10.1 15.2 14.3
55 ￥7,200

FH10016-2-D 52 ￥6,800
FH10016-3-A

29.3 39.8 12.3 17.8 17.4
56 ￥7,200

FH10016-3-D 53 ￥6,800
FH10016-4-A

34.0 45.4 16.6 22.9 23.5
58 ￥7,200

FH10016-4-D 55 ￥6,800

༷

ৼಈબఆάϥϑ

িܸબఆάϥϑ

ੇ๏ੇ๏

ࣜܕ H
NN

0%
NN

େͨΘΈ�NN࠷
࣭ྔ
H

ఆՁ
ʢ੫ൈʣѹॖ ͤΜஅٴ

ͼϩーϧ
�� ѹ˃ॖ
�ϩーϧ

FH10024-1-A
28.8 37.8 7.4 10.2 10.5

106 ￥8,000
FH10024-1-D 102 ￥7,500
FH10024-2-A

30.0 41.5 8.9 12.7 12.6
109 ￥8,000

FH10024-2-D 105 ￥7,500
FH10024-3-A

35.2 46.1 13.9 15.2 19.7
112 ￥8,000

FH10024-3-D 108 ￥7,500
FH10024-4-A

39.7 51.7 18.3 20.3 25.9
116 ￥8,000

FH10024-4-D 112 ￥7,500

FH�����
シリーズ
FH
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吊り下げて使用する場合は、
上図のように設置してください。
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࣭ࡐ

දࣔํ๏ࣜܕ

ヘリカル防振器
Helical Isolators

自動車、鉄道、航空機、船舶、建設機械等に搭載されている精密機器類の保護や、
電子機器、光学機器、精密部品などの搬送時の振動吸収や衝撃保護にも使用可能です。

取り付け用のリテーナにステンレス鋼製のワイヤロープを拘束し、ワイヤロープを螺旋状（ヘリカル）に巻き付けています。
この構造によりワイヤロープが３軸方向に大きく変形することでスプリングの役割を果たします。
また変形する際にワイヤロープの素線が擦れて、この摩擦によりヘリカル防振器の伸びと縮み時に反力が異なるヒステリシス現象が生じます。
このヒステリシス現象がダンパーの役割を果たします。

ヘリカル防振器は下記4通りの方法で設置が可能です。引っ張り方向ではご使用できません。（吊り下げ使用）

ヘリカル防振器取付時、ワイヤのたわみによりリテーナ取付穴位置がずれる場合があります。
取付方法等については、営業部までお問い合せください。
弊社連絡先：不二ラテックス（株）精密機器本部　　　TEL 0282-30-1856　FAX 0282-30-1857

���εϓリϯάͱμϯύーͷϋΠϒリουػ
　スプリングとダンパーの両機能をもち、衝撃吸収・振動低減どちらにもご検討いただくことが可能です。

���ઃஔํ๏ͷଟ༷ੑ
　上下および前後、左右の3軸で振動と衝撃の吸収が可能ですので、下記4通りの設置方法が選べます。また設置も簡単です。

ғൣ༺͍���
　耐食性、耐薬品性に優れ、使用温度範囲が広く（－50～＋190℃）、また荷重も小さなものから大きなものまで揃っておりますので
　広い範囲でご使用頂けます。FHシリーズはオールステンレス仕様です。

���ϝϯςφϯεϑリー
　基本的にメンテナンスフリーでご使用できます。

໊শ リςーφ ѹೖφοτ ϫΠϠϩーϓ νϡーϒ リςーχϯάϘϧτ

FHシリーズ ステンレス鋼
（SUS304）

ステンレス鋼
（マルテンサイト系不動態化処理）

ステンレス鋼
（SUS304）

ステンレス鋼
（SUS304） －

FH.シリーズ アルミ合金
（A6061-T6イリダイト処理）

ステンレス鋼
（SUS304製ナット埋め込み）

※FHM08875のみ
リテーナに直接ねじ加工

－ 炭素鋼3価クロムクロメート

ओͳ༻్

ಛ

ઃஔํ๏

注） ステンレス鋼およびアルミ合金を使用しておりますが、防錆を保証するものではございません。

①ヘリカル防振器　FHシリーズ（オールステンレス・国産品）
②ワイヤロープの巻き数
③ワイヤロープ径（□□□×0.1≒ワイヤミリ径）
④性能区分
⑤取付タイプ（D：キリ穴、A：ネジ）

FH �� ���ʵ � ʵ "
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ

①ヘリカル防振器　FHMシリーズ
②ワイヤロープの巻き数
③ワイヤロープ径（□□□×0.0254≒ワイヤミリ径）
④性能区分
⑤取付タイプ（D：キリ穴、A：ネジ）

FH. �� ���ʵ � ʵ "
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ

֤෦໊শ
FHシリーズ

FH.シリーズ
リテーナ

ワイヤロープ

リテーニングボルト

圧入ナット

リテーナ

チューブ

ワイヤロープ

圧入ナット
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使用例
Applications

船舶制御盤

防振ワゴン

防振台車

発電機

特装車

投光機

スタビライザとしての防振器の使用例

（　　　　　  ）細長いまたは重心の高い装置の場合、振動または
衝撃吸収用防振器と併用する事により，横揺れが
小さくなり効果的です。
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選定
Selection

ࢉܭͷ֬ೝͱ༷௨ڞ

ৼಈٵऩͷબఆྫ

িܸٵऩͷબఆྫ

ৼಈٵऩͰͷબఆ

M：設置物の質量＝　　　　　  kg
ｎ：防振器の数＝　　　　　  個
　　（振動または衝撃吸収用防振器の数で、横揺れ防止用スタビライザの使用数は含めないでください。なお横揺れ防止用スタビライザの
　　使用例は、前ページをご参照ください）

ｍ：防振器１個あたりの支持質量＝ M
n ＝　　　　　  kg

設置物の外形寸法：高さＨ×幅Ｗ×奥行きD＝　　　　×　　　　×　　　　mm
設置物の重心位置：
　　（重心位置が高いなどで横揺れがある場合には、下記選定した同等の機種か、
　　性能区分の数が１ランク大きい機種をスタビライザとして、ご使用ください）
設置方法の選択：右の図の、いずれかよりお選びください。
使用温度範囲（－50～＋190℃の範囲でご使用できます）：　　　　～　　　　℃
その他の環境条件の場合には、弊社営業部にご相談ください。

f ：機械の振動数＝　　　　　  Hz
N ：モーター、エンジンなどの毎分回転数＝　　　　　　rpm

  f ＝ N
60 ＝　　　　　　　　　　　　　　  Hz

fn：ヘリカル防振器設置後の固有振動数＝ f
3 ＝　　　　　  Hz

計算したｍ、fnの交点が、振動選定グラフ上にある最小の機種を見出します。もし交点がグラフ上になければ交点直下の機種をご選定ください。
次に取付部形状を選んで選定が完了致します。

（交点直下の機種を選定するのは、より柔らかなものとして定常運転時の防振効果を高めるためです）
※注意事項：機械を固有振動数で運転すると、振幅が大きくなり危険ですので、固有振動数は速やかに通過させてください。

Ga：許容Ｇ値＝　　　　　　G
Ｖ： 最大速度＝　　　　　　m/s

（１）自由落下時　Ｖ＝ 19.6×h ＝　　　　　　m/s
ｈ：自由落下高さ＝　　　　　　ｍ

（２）ハーフサイン加速度入力時　Ｖ＝ 19.6×Gmax×t
π ＝　　　　　　m/s

Gmax ： 最大Ｇ値＝　　　　　　G

　　ｔ： ハーフサイン加速度入力の作用時間 （ ハーフサイン周期T
2 ） ＝　　　　　　s

　　Ｘ： たわみ＝ 1000×V2

9.8×Ga ＝　　　　　　mm

たわみＸは各機種ごとに記載されている最大たわみ以下でご使用ください。
Fmax：防振器１個あたりの衝撃荷重＝ Ｎ ＝ m×9.8×Ga（+m×g）
※（+m×g）は圧縮方向で使用する場合のみです。

計算したFmax、Ｘの交点が、衝撃選定グラフ上にある最小の機種を見出します。
もし交点がグラフ上になければ交点直下の機種をご選定ください。次に取付部形状を選んで選定が完了致します。

（交点直下の機種を選定するのは、より柔らかなものとして衝撃荷重を小さくするためです）

িܸٵऩͰͷબఆ

༷��
　M： 設置物の質量＝180kg、 n：防振器の数＝4（重心が低く安定性が良いと考え、スタビライザは不要とします）
　m： 防振器1個あたりの支持質量＝45kg、設置方法：圧縮、周囲温度：－5～40℃、f：機械の振動数＝27Hz

��બఆ

　m： 防振器1個あたりの支持質量＝45㎏、 fn：防振器設置後の固有振動数＝ f
3 ＝9Hz

　m、fnおよび振動選定グラフより交点直下の機種である、FH10040-3を選定しました。
　次に取付部形状をD（取付部キリ穴）としたので型式はFH10040-3-Dとなります。

༷��
　M： 全質量＝60kg、 n：防振器の数=4（重心が低く安定性が良いと考え、スタビライザは不要とします）
　m： 防振器1個あたりの支持質量＝15kg、設置方法：圧縮、周囲温度：0～60℃
　ハーフサイン入力として、Ga：許容G値＝5G、Gmax：最大G値＝15G
　t ： ハーフサイン加速度入力の作用時間＝0.01s

��બఆ
　m： 防振器1個あたりの支持質量＝15kg
　ハーフサイン入力ですから上記の（2）項の式を使用して、最大速度は下記のようになります。

Ｖ： 最大速度 ＝ 19.6×Gmax×t
π ＝ 19.6×15×0.01

π ＝ 0.9358m/s

Ｘ： たわみ ＝ 1,000×V2

9.8×Ga ＝ 1,000×0.93582

9.8×5 ＝ 17.87mm

Fmax：防振器１個あたりの衝撃荷重＝ｍ×9.8×Ga+ｍ×9.8＝15×9.8×5+15×9.8＝880Ｎ
Fmax、Xおよび衝撃選定グラフより交点直下の機種である、FH08064-4を選定しました。

　次に取付部形状をA（取付部ネジ）としたので型式はFH08064-4-Aとなります。
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ࣾͷ͝使用લʹඞ͓ͣಡΈͩ͘ ͍͞
この取ѻઆ໌には、製品を安全にਖ਼しくお使いいただき、作業ऀの危やプラント・機械のଛをະવに防止するために、さまざまな注意事
項をܝげてあります。製品をお使いになる前に、容をॆ分におಡみください。

ࣾͷద߹ੑͷܾఆɺஔͷઃऀܭ·༷ͨΛܾఆ͢Δਓ͕அͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●社製品は、使用される条件がଟ様なため、その装置のద合性のܾ定は、装置の設計ऀまたは仕様をܾ定するਓがඞ要にԠじて、性能検証

及びライフテストを行ってから࣮ࢪしてください。

ࣾͷൣ༷ғ֎Ͱ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●仕様範囲外で使用されますと、製品のނো、ഁ ଛのݪҼになります。

ಛघͳ݅ɺڥͰͷ༻ʹ͍ͭͯ
●次にࣔす条件や環境で使用する場合は、事前に弊社営業までご連絡いただくとڞに、これらの装置全ମの৴པ性および安全性ҡ持のために

お٬様のにおいて、防ਫ、防࣪ରࡦ、装置ଆのフΣールηーフ設計や長設計等のదなા置をߨじていただくようおئいいたします。
　1）外や直ࣹ光がたる場ॴでの使用。
　2）鉄道や船舶の運行および車両の行に直接または間接的にؔわる機器、Ұൠのҩྍにؔわる機器、ҿྉや食ྉに৮れる機器、ָޘ機器で

ਓやࡒ産にӨڹのؔわる機器、ٸۓःஅ回࿏、プレス機器、その他、ਓやࡒ産に大きなӨڹをおよ΅すことが予され、特に安全が要ٻさ
れる機器や用్の使用。

●次にࣔす安全性が֬保できない環境や、ۃめて高い৴པ性および安全性がඞ要とされる以下の装置にはご使用にならないでください。
　1）引Ր・ര発の可能性がある環境、ਫதやきわめて࣪度の高い環境。
。用にؔわる機器、生໋ҡ持にؔわるҩྍ機器、೩ম装置等܉、子力にؔわる機器、航空やӉにؔわる機器ݪ（2　

҆શۀ࡞ͷɺอޢ۩ͳ͠ Ͱ͠ۀ࡞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●社製品にؔする作業は危険作業です。
●࿑ಇ安全Ӵ生نଇୈ2ฤ、ୈ1ষ、ୈ1અ、Ұൠ基४を९कしてください。

ࣾʹखΛ৮ΕΔࡍɺΤΞーثػपลஔͷి͕ݯΕ͍ͯͯɺ
ຊͷԹ͕Լ͕͍ͬͯΔ͜ ͱΛ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●エアー機器や周ล装置のՔಇதに社製品の取り付け、取り外し、ௐ等を行うことはײ電やոզ、やけどをする危険があります。

.3FμϯύーͷίΠϧͷリーυઢ࣮֬ʹଓͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●リーυ線の接ଓが電ؾ的、機械的に不࣮֬であると、動作不良やײ電、࿙電をする危険があります。

Րͷதʹࣺ͛ͯͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●社製品の΄とんどにオイルが෧入されておりますので、Րதに投げࣺてるとര発・発Ր等でոզをする危険性があります。
●Ψススプリングに෧入された素Ψスは可೩性ではありませんが、
　加による張のため本ମがഁ྾したり部のオイルが出する可能性があり危険です。

ࣾઈରʹղ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●部の部品のඈび出しや、部のオイルが出する等の可能性があり危険です。
●Ψススプリングには圧縮された素Ψスが෧入されているため、そのまま分ղすることはඇ常に危険です。
●ഇغ時はʮഇغ上の注意ʯのཝをおಡみください。

ϔリΧϧৼثΛઃஔͷࡍɺઃஔͷࣗॏ͕େ ͳ͖߹ɺඞͣԼهͷํ๏ʹΑΓઃஔͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●設置時のਓ事ނや設置物がഁଛする可能性があり、ඇ常に危険です。
　・設置物をϗイストなどで吊り下げて設置してください。
　・設置物が不安定にならないよう重心のόランスをとってください。
　・吊り下げ用のワイヤーロープなどが外れたり、れないようにしてください。
　・設置物をジϟッキアップして設置してください。
●設置物の自重でヘリカル防振器はたわみますので、たわみを考えてジϟッキを選定してください。
　また、たわみについては弊社にお問い合わせください。

ΨεεϓリϯάɺΨε࿙Ε͕ൃੜͨ͠ঢ়ଶͷ··༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●Ψス反力の低下により、カόーや֖が落下し危険です。

ΨεεϓリϯάΛ൶֖ͷอʹ༺࣋Θͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●૭などで使用する際に、ಥ෩等のӨڹで過大な外力が加わると、૭などが動いてしまう可能性があり危険です。

Ψεεϓリϯάʹ࠷େҎ্ʹ৳ͼΔΑ͏ ͳྗ͔͚ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●Ψススプリングは伸び方向の過大な力に耐えるだけのڧ度を有していません。

ΨεεϓリϯάΛিܸٵऩ༻్ͰΘͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ

ഇغʹ͍ͭͯ
。٫の際は、ઈରにՐதに投じないでくださいغ●
●社製品が不要になった際は、産業ഇغ物として方自࣏ମ等の条例、نଇ等にैってదなഇغ処理を行ってください。
●Ψススプリングにおいては、下記の要ྖでΨスൈきを完全に行ってから、産業ഇغ物として方自࣏ମ等の条例、نଇ等にैってదなഇغ

処理を行ってください。
Ψススプリングをボール盤にਫฏに固定し、Ψスॆరόルブ໘から30～40mmの位置に2～3mmのυリルで穴をあけ、֬ ࣮にΨスൈきを行
ってください。作業時には、෧入オイルやค、Ψスのඈࢄにඋえてඞず保護ڸ؟をかけて作業を行ってください。

ࠂܯ ఆٛ ʹજ͢ࡏΔݥةΛճආ͠ͳ͔ͬͨ߹ɺͷ༻ऀ͕ࢮɺ
·ͨॏইΛෛ͏Մੑ͕͋Δঢ়گʹͳΔ߹ͷࠂקʹ༻͍Δޠɻ

͕ࣾݪҼͰൃੜͨ͠ೋࡂ࣍ʹ͍ͭͯɺෆೋϥςοΫεʢגʣΛෛ͍͔Ͷ·͢ɻ
ೋࡂ࣍ͷى Β͜ͳ͍Α͏ ରࡦΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
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ҙ ఆٛ ҝʹΑΓɺߦΘͳ͍ෆదͳैʹີݫʹखॱۀ࡞खॱɺอक࡞ૢ
͍ܰոզ͠ ͘తଛ͕͋Γ͏ Δ߹ͷࠂʹ༻͍Δޠɻ

ࣾͷద߹ੑͷܾఆɺஔͷઃऀܭ·༷ͨΛܾఆ͢Δਓ͕அͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●社製品は、使用される条件がଟ様なため、その装置のద合性のܾ定は、装置の設計ऀまたは仕様をܾ定するਓがඞ要にԠじて、性能検証

及びライフテストを行ってから࣮ࢪしてください。

औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付ڧ度不の状態で作動させますと、機をഁଛしոզをする危険があります。
●取付部ڧ度は、最大߅力値×安全（2～3ഒఔ度）を֬保してください。

֎෦ετούーͳ͠ Ͱͷ࡞ಈࢭې�˞F4#シリーズٴͼҰ෦ͷF,シリーズআ ɻ͘
●外部ストッパーなしで作動させると、ボトミングによる機ഁଛの可能性があります。
　外部ストッパーをストロークエンυख前に設置の上作動させてください。

औφοτకτϧΫ֎Ͱͷऔࢭې
●క付トルク値外での取付は、作動不良・機ഁଛの可能性があります。
●取付ナットは下記のక付トルクにてకめ付けてください。
　相खࡐの状態によってはナットが؇Ή可能性があります。ඞ要にԠじて接ணࡎ等を併用してください。

Ͷ͡֎ܘʢNNʣ M4×0.5 M6×0.75 M8×0.75
M8×1 M10×1 M12×1

M12×1.75
M14×1.5
M14×2.0

M16×1.5
M16×2.0 M20×1.5 M25×1.5

M25×2.0
M27×1.5
M27×3.0 M30×1.5 M36×1.5 M42×1.5 M64×2

φοτకτϧΫʢ/ŋNʣ 0.35 0.85 3.9 7.8 ※1 7.8 9.8 14.7 ※2 29.4 49 58.8 ※3 78.4 98 392 420

※１FA-1212シリーズのక付トルクは1.5N・m ୠし、П14.6部にಥきてて固定する場合は、క付トルク1N・mにてకめ付けてください。
※２FED-2010M-$のక付トルクは15N・m
※３FED-3020M-$のక付トルクは30N・m

ௐࣜシϣοΫΞϒιーόඞͣௐΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
●ௐタイプはඞずௐを行い、最దな位置でご使用ください。ௐ位置が不దな場合、仕様範囲でも製品がഁଛする可能性があります。

ΦΠϧ
●シϣックアブιーόは、部にオイルを使用しておりシール等で外部の࿙れを防止しておりますが、完全シールを期するものではありません。
　よって、オイルをݏう環境での使用はできません。

छબఆػ
●シϣックアブιーό選定にؔしては、カタログʮシϣックアブιーόの選定方法ʯの項をごཡください。
●ʮシϣックアブιーό選定ιフトʯのご用意もありますので弊社営業までお問い合わせください。
　※8E#サイト上で選定することも可能です。U3L https�//XXX.fVKJMatFx.DP.Kp/sFntFJ@agrFFmFnt/
●下記の通りオプシϣナルパーπが取り揃えてあります。カタログをご参照の上ごར用ください。
　・ภ֯度アダプター・ストッパーナット・レタンキϟップ・ナット・防ణキϟップ・スイッチ付きϗルダー・フランジ・サイυマント・フットマント
　注意）全ての機種に全てのオプシϣナルパーπは取り揃えておりませんので、֘ するオプシϣナルパーπがແい場合はご容ࣻください。
●最৽の製品カタログにて、仕様の全ての容を֬ೝし、機種選定を行ってください。
●使用回数にい、部オイルの減গ、部品の摩によって、エネルΪー吸収能力が低下いたします。
　これを考ྀして、最大吸収エネルΪーにରして20～40ˋ以上༨༟のあるサイズ選定をਪします。
●ௐ式シϣックアブιーόのฒྻ使用は、吸収特性の同ௐがࠔなためごԕྀください。
　ฒྻ使用には固定式シϣックアブιーόをご使用ください。
●FESシリーズをご使用の場合、使用回数は1回までとしてください。
●FEDシリーズをご使用の場合、使用回数は100回までとしてください。

ΩϟοϓഁଛʹΑΔඈࢄʹҙ
●仕様外で使用するとキϟップがഁଛし、ඈࢄによりոզをする可能性があります。
●ඈࢄ防止のカόーを設置するか、ワーク作動தは周ลより安全が֬ೝできる位置までれてください。

Ίྠͷ֎Εʹҙࢭ
●仕様外で使用するとシϣックアブιーόの部圧力が異常に上ঢし、止めྠが外れ部部品がඈび出しոզをする可能性があります。
　よって、仕様範囲でご使用頂くとڞに、作動தは周ลより安全が֬ೝできる位置までれてください。

強度不足による破断
もしくは、曲がり

ෛՙ

ຊମ
●ϐストンロッυにই、५༉をつけないように注意してください。耐ٱ性の低下、෮ؼ不良のݪҼとなります。
●外部スプリングタイプのスプリングにই等をつけないように注意してください。スプリングંଛのݪҼとなります。
●シϣックアブιーόఈ部にあるオイル注入ޱのネジを回さないでください。オイル࿙れによる動作不良、オイルඈࢄのݪҼとなります。
●ϕローフラムシール方式を࠾用している製品については、ϐストンロッυをઈରに回さないでください。オイル࿙れのݪҼとなります。

ภ৺ՙॏɾภ৺֯
●許容ฤ֯度以上のภ֯度で衝ಥさせると、ϐストンロッυۂがりによる෮ؼ不良、ḡ動部のภ摩擦による性能ྼ化がىこり、機ഁଛのݪҼと

なります。許容ภ֯度はݪଇ 2ʁ.5 で˃すが、下記型式については異なります。

ʪシϣοΫΞϒιーόʫ

シリーズ F,-2050 F,-2550 FA-64100 FA-64150 F,-64100 F,-64150 F,-64200 F,-80200 F,-80300 F,-80400

༰ภ֯ڐ 1ʁ˃ 0ʁ˃

ʪथࢷμϯύーʫ

シリーズ F1D-1012
（Dタイプ）

F1D-1012
（S, $, 3タイプ） F1D-1016 F1D-1030 F1D-1050 F1D-1060 F1D-1070 F1D-10100 F1D-10150 F13-1040 F1A-1475

༰ภ֯ڐ 6ʁ˃ 2ʁ.5˃ 0ʁ˃

●ϐストンロッυのத心線に衝ಥするようにしてください。ภ֯度が許容ฤ֯度を過する場合はภ֯度アダプターを併用してください。
　 1ʁ0 ま˃でରԠ可能となります。
　※カタログ38ページʮภ֯度アダプターʯをご参照ください。
　※Ұ部例外あり。

ڥ༺
●使用温度範囲（-5℃～+70℃）でご使用ください。範囲外で使用するとण໋の低下にܨがります。
　※ୠし、Ұ部温度範囲が異なる機種もありますので、各機種の仕様ཝをご֬ೝください。
●保ଘ温度は、－10℃～＋80℃の場ॴで保ଘしてください。
　※ୠし、FA-1212/1010/1215は－20℃～＋50℃、F1DʗF13シリーズは－10℃～＋60℃になります。
●大ؾ圧の環境下で使用してください。ਅ空தや高圧下での使用はオイル࿙れ、ഁ ଛのݪҼとなります。
●ւの直ࣹ光下やਫۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるゴム部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀ止のݪҼになります。
●༉、ਫ等がϐストンロッυに付ணするような環境で使用しないでください。パッキンഁଛにより༉࿙れによる作動不良、機ഁଛのݪҼとな

ります。このような場合は、防ణରࡦを取るඞ要があります。
　①耐クーラント仕様シϣックアブιーόの検討 ： パッキン構を変更してରԠしている機種があります。（ສ全のରࡦではありません）

②ภ֯度アダプター等でϐストンロッυをカόー ： 直接オイルがかかることはありませんが、ภ֯度Ψイυとキϟップの間からはオイルがਁ
入してしまう場合があります。（ສ全のରࡦではありません）

　③防ణキϟップ仕様のシϣックアブιーόの検討 ： ロッυ上向きでは効果を発شしますが、横向きやロッυ下向きでは使用できません。
　　 また、ミスト状のものはਁ入してしまう場合があります。
●ค等がϐストンロッυに付ணするような環境で使用しないでください。パッキンഁଛにより༉࿙れによる作動不良、機ഁଛのݪҼとなります。
　このような場合は、ダストシール仕様をご検討ください。（ୠし、ご使用になる環境によって、ॆ 分な耐ٱ効果がಘられない可能性があります）

ৗݕɾϝϯςφϯεʹ͍ͭͯ
●製品はण໋による性能・機能の低下があります。常点検を࣮ࢪし、ඞ要な機能をຬたしていることを֬ೝし、事ނの発生を防いでください。
●取付ナットの؇みがないか֬ೝしてください。؇んだまま使用しますとഁଛや事ނのݪҼになります。
●異常な振動Իや振動には注意してください。衝ಥԻや振動が異常に高くなった場合は、ण໋ݶքとなっている可能性がありますので交して

ください。このまま使用されますと取り付けている機器をഁଛさせるݪҼとなります。
●༉࿙れ、ϐストンロッυの෮ؼ状態を֬ೝしてください。ଟ量の༉࿙れ、ϐストンロッυの෮ؼ状態がѱい場合は、Կらかの異常がىきている可

能性がありますので交してください。このまま使用されますと取り付けている機器をഁଛさせるݪҼとなります。
●シϣックアブιーόは、構造上分ղ・࠶ ・ཱオイル注入のメンテナンスはできません。

վࢭې
●製品にվ造（加工・部品の取付・ృ装・༹ 接・ম入れ等）がࢪされた場合、弊社ではҰの保証は致しません。

シϣοΫΞϒιーό थࢷμϯύーʢઢܕʣ
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औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付ڧ度不の状態で作動させますと機をഁଛし、ոզをする危険があります。
●取付部ڧ度は、ෛ荷トルク×安全を֬保してください。

֎෦ετούーͳ͠ Ͱͷ࡞ಈࢭې
●ダンパーの動作֯範囲でご使用ください。回転軸の回転ݶ度位置を回転物の੩止位置とするような、ダンパー自ମをストッパーわりとす

る使用はආけてください。ダンパー自ମをストッパーわりにすると、ダンパーのഁଛにより機がഁଛし、ոզをする可能性があります。
●外部ストッパーは使用֯度に設定した上で、作動させてください。

ࢭې༺τϧΫΛ͑ͯͷ༺େ࠷
●最大使用トルクをえての使用は、オイル࿙れ、耐ٱ性の低下、軸ഁଛの可能性があり、ダンパーのഁଛにより機がഁଛし、ոզをする可能

性があります。最大使用トルクで使用してください。

ࢭېಈ࡞Թൣғ֎Ͱͷ༺
●使用温度範囲外での使用は、オイル࿙れ、トルク不良等の可能性があります。使用温度範囲にて使用してください。

ҙʹڥ༺
●ਅ空த、高圧下ではご使用になれません。機ഁଛのݪҼとなります。
●ւの直ࣹ光下やਫۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるゴム部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀ止のݪҼになります。
●คਖ、༉、ਫ等がダンパーに付ணするような環境でのご使用はආけてください。ഁ ଛによる༉࿙れ動作不良のݪҼとなります。
●Ήやみにオイルをࣺてることをې止。
●ダンパー類に෧入されているオイルをΉやみにࣺてると環境Ԛછになります。
●ഇغ物の処理及びਗ਼にؔする法にैってഇغしてください。

վࢭې
●製品にվ造（加工・ృ装・༹ 接・ম入れ等）が行われた場合、弊社ではҰの保証は致しません。

࣠ͷϥδΞϧՙॏ
●回転軸（Ϊア）にラジアル方向の荷重をかけると、オイル࿙れ、トルク不良、軸ഁଛ（Ϊア付きの場合、Ϊアഁଛ）ຢはΪアൈけ等の可能性があり

ます。

࣠ͷεϥετՙॏ
●回転軸（Ϊア）にスラスト方向の荷重をかけると、オイル࿙れ、トルク不良、本ମ部ഁଛ（Ϊア付きの場合、ΪアഁଛຢはΪアൈけ）等の可能性が

あります。

˒相खアーム（Ϊア）とダンパーのΪアのฏ行度はできるか͗りਖ਼֬に取り付けてください。

༺ճసҎ্Ͱͷ༺େ࠷
●最大使用回転数以上での使用は、オイル࿙れ、耐ٱ性の低下、回転軸ഁଛ等の可能性があります。
˒最大使用回転数は各製品仕様をごཡください。
※最大使用回転数をえてご使用になる場合は、弊社営業部までご相談ください。

༺Թൣғ֎Ͱͷ༺
●使用温度範囲外での使用は、オイル࿙れ、トルク不良等の可能性があります。
˒使用温度範囲は、各製品仕様をごཡください。
※使用温度範囲外でのご使用の場合は、弊社営業部までご相談ください。

༺αΠΫϧҎ্Ͱͷ༺େ࠷
●最大使用サイクル以上での使用は、トルクダン、オイル࿙れ等の可能性があります。
˒最大使用サイクルは、各製品仕様をごཡください。
※最大使用サイクル以上でのご使用の場合は、弊社営業部までご相談ください。

ௐࣜϩーλリーμϯύーͷฒྻ༻ͷࢭې
●ௐ式ロータリーダンパーのฒྻ使用は、ごԕྀください。
　ฒྻ使用には、同シリーズ・同トルク仕様をご使用ください。

औΓ͚ωδͷకΊ͗͢
●ロータリーダンパーを取り付ける際、取り付けネジをకめす͗ると本ମのഁଛ等の可能性があります。
˒使用するネジの種類及びネジサイズから、దਖ਼なకめ付けトルクにてネジをకめ付けてください。

औ෦ڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付部ڧ度不の状態で作動させますと、M3Fダンパーや周ล装置をഁଛしたり、ոզをする危険があります。
●取付部ڧ度は、ෛ荷トルク×安全を֬保してください。

リーυઢʹΑΔຊମͷΓԼ͛リーυઢΛҾͬுΔࣄΛࢭې
●M3Fダンパーがݩに落下してոզをする危険があります。またリーυ線がれて動作不良をىこしたり、ײ電やシϣート等のݪҼとなります。
●取り付け・取り外しの際は、ඞず本ମを持って作業してください。
●取り付け後は、リーυ線がM3Fダンパーや周ล装置の可動部に接৮することがないように、リーυ線を形、固定してください。

.3Fμϯύー্໘ʹ͋ΔϏεͷճసࢭې
●M3Fダンパー上໘にあるビスはॆరオイルの෧止用のビスです。オイル࿙れ、性能ྼ化のݪҼとなりますので、ビスはઈରに回さないでください。

ҙʹڥ༺
●ਅ空த、高圧下、および衝撃が直接加わる場ॴではご使用になれません。M3Fダンパーや周ล装置ഁଛのݪҼとなります。
●คਖ、༉、ਫ等が本製品に付ணするような環境でのご使用はආけてください。ഁ ଛによるオイル࿙れ動作不良のݪҼとなります。
。のଟい場ॴに長期間์置しないようにしてくださいؾ࣪●

ΉΈʹΦΠϧΛࣺͯΔ͜ ͱͷࢭې
●M3Fダンパーに෧入されているオイルをΉやみにࣺてると環境Ԛછとなります。
●ഇغ物の処理及びਗ਼にؔする法にैってഇغしてください。

ճస࣠ͷϥδΞϧՙॏɺεϥετՙॏ
●回転軸にラジアル荷重、スラスト荷重をかけると、オイル࿙れ、トルク不良、本ମや軸ഁଛ等が発生する可能性があります。

ϥοΫ
ࣼΊ

ࣼΊ

εϥετՙॏ

ϥδΞϧՙॏ ϥδΞϧՙॏ

ճస࣠

ϩーλリーμϯύー

.3FμϯύーʢF.3���4����ʣ
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.3Fμϯύーͷमཧɾղɾվࢭې
●M3Fダンパーはम理のରԠはしていません。ނোや性能ྼ化の際は৽しい製品と交してください。
●M3Fダンパーの部にはྭ࣓用ίイルやオイル等が入っています。安全のためお٬様自でम理・分ղ・վ造はしないでください。
●M3Fダンパーにվ造（加工・ృ装・༹ 接・ম入れ等）が行われた場合、弊社ではҰの保証は致しません。
●お٬様自でम理・分ղ・վ造されたことにىҼして生じたଛ等にؔしまして、弊社ではをෛいかねますのでご了ঝください。

.3Fμϯύーͷަظ࣌ʹ͍ͭͯ
●使用環境や条件により、製品ण໋が変わるため、交時期は໌ࣔできませんが、次の状があれば、交の時期とごஅください。
　1. ίイルに定格電ྲྀをྲྀしてもඞ要トルクが出なくなった時
　2. ίイルに電ྲྀをྲྀさなくても、トルクが発生するようになった時
　3. 回転毎に大きなトルク変動が発生するようになった時
　4. 異Ի、振動やオイル࿙れが発生するようになった時
●特に高い৴པ性、安全性をඞ要とする場合は、上記状の有ແにݶらず、ૣ めの交をおקめいたします。

औ͚ωδͷకΊ͗͢
●M3Fダンパーを取り付ける際、取付けネジをకめす͗ると本ମやネジのഁଛ等の可能性があります。
　దਖ਼なకめ付けトルクにてకめ付け、接ணࡎ・スプリングワッシϟ等で؇み止めの処置を行ってください。
　ୠし、కめ付けトルクは最大でも550DN・m以下としてください。
●M3Fダンパーのネジ穴はM4 ਂさ5.5ですので、ద合するサイズのネジをご使用ください。

ϔリΧϧৼثઈରʹղ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ཱができなくなるか、取付寸法や特性が࠶現できなくなります。

ϔリΧϧৼثΛҾͬுΓํͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●圧縮方向にくらべて引っ張り方向のばねはஶしくߗく、カタログの選定グラフがద用できないなどの不۩合があります。
　（設置方法の項をご参照ください）

ΫリーϯϧーϜͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ඍ小な摩คなどの発ਖによりクリーン度の低下が考えられます。

ϔリΧϧৼث࠷େিܸՙॏۙ Ͱ͘ઃஔ͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ヘリカル防振器1個たりの支持荷重が最大衝撃荷重値にۙいと、設置した際に௵れてしまう可能性があります。
　支持荷重は、安として、最大衝撃荷重の分と設定してください。

બఆ
●Ψススプリングは、部にগ量のオイルを使用しておりシール等で外部の࿙れを防止しておりますが、完全シールを期する物ではありま

せん。よって、オイルをݏう環境での使用はできません。
●Ψススプリングは、部に素Ψスが෧入されておりシール等で外部の࿙れを防止しておりますが、完全シールを期する物ではありませ

ん。時間とڞに、ঃʑにΨスが࿙れる性質がありますので、そのことを考ྀし反力設定を行ってください。
●Ψス反力が低下した場合は交ができるように、作業スペースの֬保をおئいします。
●Ψススプリング1本で重量物を支える場合、ロッυにۂげ荷重がֻからないようにしてください。
●Ψススプリングはリジットでの取付は行わないでください。Ψス࿙れのݪҼになります。
●Ψススプリングは振動のଟい環境下では、ૣ 期にΨスが࿙れる可能性があります。

ΨεεϓリϯάͷऔΓ ɾ͚બఆͳͲڥ༺ɾ༻ํ๏Λेʹྀߟͷ্ɺܾ ఆͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●仕様、用్その他不໌な点はお問い合わせください。

ΨεεϓリϯάͷϐετϯϩουʹইΛ͚ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ロッυにইがつくとシールをଛইし、Ψス࿙れあるいはオイル࿙れによるΨス反力の低下のݪҼになります。

ΨεεϓリϯάḊ͕ൃੜ͢ΔΑ͏ ͳڥͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●取り付け金۩等はѥԖメッキがࢪされていますがສ全ではありません。

Ψεεϓリϯάͷ༻Թൣғʢ �ɻ�ˆʙ��ˆʣ֎Ͱ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●Ψススプリングは温度のӨڹをडけてΨス反力も変化します。

ΨεεϓリϯάΛΦκϯڥԼͰ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ւの直ࣹ光下やਫۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるゴム部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀ止のݪҼになります。

Ψεεϓリϯάͷϐετϯϩου෦ʹɺ༉ࡎ༹ੑൃشΛணͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ϐストンロッυ部に付ணするとシールをইめる等の可能性があり、Ψス反力の低下につながります。

Ψεεϓリϯάʹաେͳ֎ྗΛ࡞༻ͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●ϐストンロッυにۂげ荷重、ねじれ、こじれ等の過大な外力を作用させると、ΨスൈけのݪҼとなります。

ΨεεϓリϯάΛٸͳεϐーυʢ҆ͱ͠ ͯ�NʗTҎ্ʣඍৼಈͰετϩーΫͤ͞ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
。Ҽとなりますݪ速なストローク運動やඍ振動での使用は、シールをইめ、Ψスൈけ、オイル࿙れのٸ●

৯ੑͷ͋ΔงғؾͰͷ༻͠ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●シール部のྼ化や本ମの食によるྼ化がΨスൈけのݪҼとなります。

Ψεεϓリϯάͷऔۚ۩ࣾΧλϩάΛ༻ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ
●社カタログ品以外の取付金۩を使用した場合、ۂげ荷重、ねじれ、こじれ等により、Ψスൈけ、ഁ ଛのݪҼとなります。

औڧෆͰͷ࡞ಈࢭې
●取付ڧ度不の状態で作動させますと、機をഁଛしոզをする危険があります。
●取付部ڧ度は、ෛ荷トルク×安全を֬保してください。

औ෦ڧෆͰϚάφϜシリーズͷ࡞ಈࢭې
●取付部ڧ度不の状態で作動させますと、機をഁଛ致します。
●取付部ڧ度はࢦ定されたڧ度以上としてください。
（取付部ڧ度）＝（最大߅力値×安全）

（最大߅力値）＝  最大吸収エネルΪー（+）
  ストローク（m）× 0.3

औφοτకτϧΫ֎Ͱͷऔࢭې
●క付トルク値外での取付は、作動不良・機ഁଛの可能性があります。
●取付ナットక付トルクは下記のక付トルクにてకめ付けてください。
　相खࡐの状態によってはナットが؇Ή可能性があります。ඞ要にԠじて接ணࡎ等を併用してください。

Ͷ͡֎ܘʢNNʣ M33×1.5 M36×1.5 M45×1.5 M64×2.0

φοτకτϧΫʢ/ŋNʣ 81 81 250 830

ϚάφϜシリーズඞͣௐΛͯͬ͘ߦ ͍ͩ͞ɻ
●ௐタイプはඞずௐを行い、最దな位置でご使用ください。ௐ位置が不దな場合、仕様範囲でも製品がഁଛする可能性があります。

Ψεεϓリϯά

ϔリΧϧৼث

ϚάφϜシリーズ

ෛՙ

強度不足による破断
もしくは、曲がり
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༉࿙Εͷঢ়ଶͰͷ࡞ಈࢭې
●や本ମより、༉が࿙れている状態で作動させると、マグナムシリーズが効かなくなり機をഁଛ致します。
●༉が各క݁部分等より࿙れていないか֬ೝの上作動させてください。

ΦΠϧ
●マグナムシリーズは、部にオイルを使用しておりシール等で外部の࿙れを防止しておりますが、完全シールを期するものではありません。
　よって、オイルをݏう環境での使用はできません。

छબఆػ
●最৽の製品カタログにて、仕様の全ての容を֬ೝし、機種選定を行ってください。
●使用回数にい、部オイルの減গ、部品の摩によって、エネルΪー吸収能力が低下いたします。
　これを考ྀして、最大吸収エネルΪーにରして20～40ˋ以上༨༟のあるサイズ選定をਪします。
●ௐ式シϣックアブιーόのฒྻ使用は、吸収特性の同ௐがࠔなためごԕྀください。
　ঘ、ฒྻ使用は固定式シϣックアブιーόをご使用ください。

ΩϟοϓഁଛʹΑΔඈࢄʹҙ
●仕様外で使用するとキϟップがഁଛし、ඈࢄによりոզをする可能性があります。
●ඈࢄ防止のカόーを設置するか、ワーク作動தは周ลより安全が֬ೝできる位置までれてください。

ຊମ
●ϐストンロッυにই、५༉をつけないように注意してください。耐ٱ性の低下、෮ؼ不良のݪҼとなります。
●外部スプリングタイプのスプリングにই等をつけないように注意してください。スプリングંଛのݪҼとなります。
●シϣックアブιーόఈ部にあるオイル注入ޱのネジを回さないでください。オイル࿙れによる動作不良、オイルඈࢄのݪҼとなります。

ภ৺ՙॏɾภ৺֯
●ෛ荷を 2ʁ.0 以˃上のภ֯度で衝ಥさせると、ϐストンロッυۂがりによる෮ؼ不良、ḡ動部のภ摩擦による性能ྼ化がىこり、
　機ഁଛのݪҼとなります。
●ϐストンロッυのத心線に衝ಥするようにしてください。ภ֯度が 2ʁ.0 以˃上の場合はภ֯度アダプターを併用してください。
　 2ʁ5 ま˃でରԠ可能です。

ڥ༺
●使用温度範囲（－12℃～66℃）でご使用ください。範囲外で使用するとण໋の低下にܨがります。
　※保ଘの際は、高温ଟ࣪をආけ、保ଘしてください。
●大ؾ圧の環境下で使用してください。ਅ空தや高圧下での使用はオイル࿙れ、ഁ ଛのݪҼとなります。
●ւの直ࣹ光下やਫۜ౮付ۙやオκンの発生する装置ۙくで使用しないでください。
　オκンによるゴム部品のྼ化により、性能・機能の低下や機能ఀ止のݪҼになります。
●ค、༉、ਫ等がϐストンロッυに付ணするような環境で使用しないでください。
　パッキンഁଛにより༉࿙れによる作動不良、機ഁଛのݪҼとなります。

ৗݕɾϝϯςφϯεʹ͍ͭͯ
●製品はण໋による性能・機能の低下があります。常点検を࣮ࢪし、ඞ要な機能をຬたしていることを֬ೝし、事ނの発生を防いでください。
●取付ナットの؇みがないか֬ೝしてください。؇んだまま使用しますとഁଛや事ނのݪҼになります。
●異常な振動Իや振動には注意してください。衝ಥԻや振動が異常に高くなった場合は、ण໋ݶքとなっている可能性がありますので交して

ください。このまま使用されますと取り付けている機器をഁଛさせるݪҼとなります。
●༉࿙れ、ϐストンロッυの෮ؼ状態を֬ೝしてください。ଟ量の༉࿙れ、ϐストンロッυの෮ؼ状態がѱい場合は、Կらかの異常がىきている可

能性がありますので交してください。このまま使用されますと取り付けている機器をഁଛさせるݪҼとなります。
●シϣックアブιーόは、構造上分ղ・࠶ ・ཱオイル注入のメンテナンスはできません。

औѻઆ໌ॻΛͣݟʹɺʑͷอकɾݕΛ͠ ͳ͍Ͱͩ͘ ͍͞ɻ
●取ѻઆ໌ॻを見ずにʑの保क・点検をすると危険です。ඞず、取ѻઆ໌ॻを見て理ղしてから保क・点検を行ってください。
●取ѻઆ໌ॻは、いつでも使用できるように大に保してください。




